
&
や
ゆ
・
呉
荷
、
ゆ
ル

第
十
七
巻

第
四
競

昭
和
三
十
四
年
三
月
護
行

湾

民

要

術

と

二

年

三

毛

作

米

田

賢

ヨた

良B

現
在
の
中
園
の
輪
作
型
式
は
、
華
北
で
は
二
年
三
毛
作
が
、
肇
中
・
華
南
で
は
年
二
毛
作
な
い
し
は
年
三
毛
作
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
特
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に
二
年
三
毛
作
型
式
は
、
比
較
的
他
に
類
例
の
す
く
な
い
輪
作
型
式
で
あ
る
。
で
は
こ
の
輪
作
型
式
は
何
時
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
輪
作
型
式
の
進
化
は
や
が
て
は
生
産
力
の
橋
大
を
う
み
だ
し
、
社
曾
構
成
の
上
に
も
大
き
な
影
響
を
輿
え
た
も
の
に
相
違
J

な
く
、
中
園
農

業
史
、
経
済
史
の
一
つ
の
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
の
問
題
は
、
戦
後
中
園
社
合
同
経
済
史
の
研
究
が
た
か
ま
る
に
つ
れ
、
・
次
第
に
重
要

な
論
議
の
掛
象
と
な
り
、
西
嶋
定
生
、
・
天
野
元
之
助
、
西
山
武
一
諸
氏
の
見
解
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
以
下
諸
氏
の
二
年
三
毛
作
の
成
立
に
開

す
る
見
解
を
筒
患
に
要
約
し
て
み
よ
う
。

(1) 

西
嶋
氏
の
見
解

付)

湾
民
要
術
で
は
委
の
前
の
夏
作
物
は
休
関
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

市安
田
は
年
一
毛
作
で
あ
る
。

唐
に
至
っ
て
凝
植
が
普
及
し
、
祉
禽
問
題
に
ま
で
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
小
褒
の
生
産
の
増
加
を
背
景
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

要
術
に
は
非
常
に
多
く
の
早
熟
性
の
粟
と
晩
熱
性
の
粟
が
列
奉
さ
れ
て
い
る
が
、
と
の
粟
の
多
様
性
と
小
奏
の
普
及
と
結
び
あ
っ
て
唐

407 
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代
に
二
年
三
毛
作
が
普
遍
化
し
た
。

倒
天
野
氏
の
見
解

(ロ)げ)

湾
民
要
術
に
は
二
年
三
毛
作
の
僚
件
が
あ
る
が
、
土
地
贋
く
努
働
力
の
少
な
い
時
で
、
成
立
の
契
機
は
な
い
。

増
大
す
る
小
委
の
需
要
に
醸
じ
て
惰
・
唐
の
聞
に
豪
族
・
宮
人
に
よ
っ
て
二
年
三
毛
作
型
式
の
農
業
経
替
が
お
し
す
す
め
ら
れ
た
。

(3) 
め
西
山
氏
の
見
解

二
年
三
毛
作
は
禾
豆
と
安
の
組
合
せ
で
あ
る
が
、
要
術
で
は
禾
豆
は
高
田
に
、
安
は
下
回
に
横
え
ら
れ
る
か
ら
、
二
年
三
毛
作
は
原
砂

と
し
て
は
な
り
た
た
な
い
。

帥

要
が
高
田
に
割
入
っ
て
、
二
年
三
毛
作
が
成
立
し
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
奏
、

と
く
に
小
奏
の
優
位
が
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
そ
の
契
機
と

な
っ
た
も
の
は
、
高
田
の
耕
地
和
土
の
一
層
の
護
展
と
高
回
保
水
の
一
層
の
深
厚
化
、
及
び
美
回
法
の
一
一
層
の
強
化
に
あ
る
。

-2-

右
の
三
氏
の
論
旨
を
見
る
と
、

ω費
民
要
術
に
は
原
則
的
に
は
二
年
三
毛
作
は
見
ら
れ
な
い
。

ω二
年
三
毛
作
は
大
略
唐
代
に
至
っ
て
(
最

近
の
西
山
読
は
時
期
を
明
確
化
し
て
い
な
い
)
小
委
の
普
及
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
、
と
い
う
離
に
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
は
同
時
に
現
在

の
東
洋
史
事
界
の
遁
読
で
も
あ
ろ
う
。
私
は
小
委
の
普
及
に
よ
っ
て
二
年
三
毛
作
の
護
展
が
一
つ
の
段
階
に
到
着
し
た
事
は
否
定
で
き
な
い
が
、

小
委
の
栽
培
法
や
、
要
術
の
技
術
全
般
か
ら
見
て
、
そ
れ
以
前
に
遡
り
得
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。
こ
の
疑
問
は
長
い
間

私
の
胸
中
に
去
来
し
て
い
た
が
、
最
、
近
に
な
っ
て
「
二
年
三
毛
作
は
要
術
の
時
代
は
勿
論
、
漢
の
時
代
に
も
賓
施
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
」
と
い

う
結
論
を
持
つ
に
至
っ
た
。
ま
だ
不
充
分
で
あ
る
が
、

一
躍
私
見
を
述
べ
て
先
皐
諸
賢
の
御
一示
教
を
え
た
い
。

飛
躍
的
な
技
術
の
進
歩
や
、
短
時
間
に
お
け
る
新
ら
し
い
技
術
の
普
及
が
、
比
較
的
考
え
難
い
古
代
の
農
業
に
お
い
て
は
、
あ
る
技
術
が
.成

立
し
た
時
期
と
、
文
献
に
よ
っ
て
そ
れ
を
讃
明
し
う
る
時
代
と
、
更
に
そ
の
技
術
が
普
遍
化
し
た
時
代
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
ぞ
れ
故



ま
ず
最
初
に
古
代
の
農
業
技
術
の
集
大
成
と
栴
さ
れ
る
湾
民
要
紙
に
二
年
三
毛
作
が
考
え
ら
れ
て
い
る
か
否
か
、
ま
た
考
え
ら
れ
て
い
る
な
ら

ば
そ
れ
は
如
何
な
る
組
合
せ
を
持
っ
て
い
る
か
を
明
白
に
し
、

し
て
み
た
い
。

つ
い
で
そ
の
技
術
が
ど
の
程
度
普
及
し
、
ま
た
何
時
ま
で
糊
り
得
る
か
を
推
定

湾
民
要
術
の
記
載
は
、
粟
に
始
ま
り
、
黍
・
襟
・
梁
・
杭
等
所
謂
高
田
の
穀
物
よ
り
、
稿
・
褒
の
下
回
作
物
、
更
に
競
菜
そ
の
他
順
次
!に
各

作
物
ご
と
に
、
そ
の
各
々
が
、
如
何
に
栽
培
す
れ
ば
最
も
よ
く
収
穫
が
あ
げ
ら
れ
る
か
、
ま
た
皐
害
を
避
け
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
重
馬
を
お

い
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
各
項
目
ご
と
濁
立
し
た
原
則
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
幸
い
に
、
所
々
に
そ
の
作
物
が
如
何
な
る
作
物
の
跡
地
に
栽

培
す
れ
ば
よ
い
か
、
作
物
の
前
後
関
係
を
「
底
」
と
い
う
字
で
記
し
て
い
る
。
各
項
目
(
各
作
物
)
が
濁
立
し
て
い
る
こ
と
を
原
則
と
し
な
が

ら
、
そ
れ
に
微
し
切
れ
ず
、
作
物
の
前
後
関
係
を
記
述
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
嘗
時
土
地
の
回
轄
の
仕
方
が
農
場
の
経
俸
の
重
要
な
課
題
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
今
こ
の
「
底
」
を
手
懸
り
と
し
て
二
年
三
毛
作
の
有
無
を
検
討
し
よ
う
(
本
論
文

で
は
底
を
跡
地
・
刈
跡
ま
た
は
あ
と
と
課
し
た
。
或
る
作
物
に
「
用
安
底
」
と
あ
れ
ば
奏
が
そ
の
作
物
の
前
作
物
に
あ
た
る
わ
け
で
あ
る
)
。
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二
年
三
毛
作
と
は
、
同
一
の
圃
場
で
二
年
間
に
莱
↓
安
↓
豆
↓
冬
期
休
闘
を
繰
返
す
、
輪
作
型
式
で
あ
る
。
そ
の
た
め
最
初
に
豆
類
が
奏
と

粟
と
の
聞
に
は
さ
み
得
る
か
、
換
言
す
れ
ば
奏
底
に
直
ち
に
他
の
作
物
が
播
種
さ
れ
得
る
か
否
か
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
委
底
(
奏
の
刈
跡
)

を
用
い
る
場
合
を
左
に
あ
げ
よ
う
。

(1) 

(
葺
脊
)
取
根
用
大
小
委
底
。
六
月
中
種
。
十
月
柑
担
保
耕
出
之
。
〔
一
畝
霊
童
。
早
出
者
根
乱
(
裳
十
団
)

mJW 

蔓
草
円
(
か
ぶ
)
の
根
を
と
る
時
は
、
大
小
奏
の
刈
跡
に
ま
く
。
六
月
中
に
播
種
し
、
十
月
大
地
が
凍
る
す
ぐ
前
に
、
す
き
で
掘
返
し
て
採
取

す
る
。
〔
一
畝
に
敢
車
の
収
穫
が
あ
る
。
早
〈
収
穫
す
る
と
根
が
小
さ
い
。
〕

倒
(
胡
要
)
霊
安
室
。
止
須
念
耕
調
熟
。
雄
名
秋
種
。
舎
在
六
月
。
六
月
中
無
言
。
望
連
雨
生
則
根
彊
科
大
(
詮
一
一
諸
)

胡
要
(
こ
え
ん
ど
ろ
)
は
奏
の
跡
で
も
矯
種
で
き
る
。

ーそ
の
際
で
も
急
い
で
耕
起
し
、
よ
く
土
を
こ
な
す
こ
と
だ
け
は
必
要
で
あ
る
。
秋
種

と
い
う
が
、
蒔
く
時
は
夏
の
六
月
に
あ
た
る
。
六
月
に
は
か
な
ら
ず
寮
雨
が
あ
る
が
、
連
雨
の
中
に
育
つ
花
も
の
は
根
も
強
く
斜
も
大
き
い
。
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春
大
豆
次
植
穀
之
後
。
二
月
中
旬
溝
上
時
。
〔
注
略
〕
三
月
上
旬
爵
中
時
。〔
注
略
〕
四
月
上
旬
篤
下
時
。
〔
注
略
〕
歳
宜
晩
者
。
五
六
月
-亦
得
。

然
梢
晩
梢
加
種
子
。
地
不
求
熟
。
〔
秋
鋒
之
地
。
即
楠
種
地
。
過
熱
者
。
苗
茂
而
賓
少
〕

先
漫
散
詑
。
翠
細
浅
略
而
第
之
(
一
一
仁
一
六
大
)

春
大
豆
は
植
穀
(
は
や
種
の
禾
)
に
次
い
で
ま
く
。
二
月
中
旬
に
蒔
く
の
が
最
も
よ
い
。
〔
注
略
〕

四
月
上
旬
が
そ
れ
に
つ
ぐ
。
そ
の
年
の
気
候
が
晩
種
に
過
し
た
時
は
、
五
・
六
月
で
も
ま
だ
矯
種
で
き
る
。
が
そ
の
際
は
、
晩
く
な
る
に
従

っ
て
そ
れ
だ
け
播
種
量
を
増
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
豆
は
熟
地
を
必
要
と
し
な
い
。
〔
秋
に
鋒
し
て
お
い
た
土
地
は
楠
種
(
つ
ぽ
ま
き
)
の
で

(
中
略
)

(
大
豆
)
種
菱
者
用
委
底
。

一
畝
用
子
三
升
。

一
一
月
中
旬
が
そ
の
次
で
あ
る
。
〔
注
略
〕

き
る
土
地
で
あ
る
。
土
地
が
よ
す
ぎ
る
と
苗
ば
か
り
成
長
し
て
賓
が
少
な
い
。
〕
(
中
略
)

葵
(
ま
ぐ
さ
)
用
の
青
刈
大
豆
を
播
種
す
る
に
は

安
の
刈
跡
を
用
う
。

一
畝
に
種
子
三
升
。
ま
ず
ば
ら
ま
き
し
て
、
そ
の
あ
と
を
翠
で
こ
ま
か
く
且
つ
浅
く
略
(
す
ぎ
わ
り
)
し
て
、
そ
の
後

に
第
(
労
と
は
土
地
を
お
さ
え
る
道
具
)
を
か
け
る
。

小
豆
大
率
用
安
底
。
然
恐
小
晩
。
有
地
者
常
須
粂
留
去
歳
下
。
以
擬
之

-4-

aaA 

小
豆
は
大
概
褒
の
刈
跡
を
使
用
す
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
少
し
晩
す
ぎ
る
心
配
が
あ
る
の
で
、
土
地
の
あ
る
者
は
褒
の
刈
跡
と
共
に
、
常
に

去
年
の
莱
の
あ
と
を
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
小
豆
を
ま
く
溌
定
地
に
し
て
お
く
。

以
上
の
四
例
を
見
る
と
、
蔓
脊
は
奏
の
刈
っ
た
直
後
と
は
明
示
し
て
い
な
い
が、

六
月
中
と
い
う
か
ら
時
間
的
に
見
て
、
安
の
刈
取
直
後
に
播

種
す
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
車
警
は
現
在
で
は
専
ら
疏
菜
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
要
術
の
記
す
所
に
よ
る
と
、
嘗
時
は
油
の
原
料
や

備
荒
食
と
し
て
も
大
切
な
も
の
で
、

一
頃
の
回
に
重
警
を
ま
け
ば
二
百
草
の
収
穫
が
あ
る
上
に
種
子
が
二
百
石
で
き
る
。
こ
れ
を
搾
油
屋

へ
賀

る
と
粟
に
換
算
し
て
三
倍
の
六
百
石
の
値
段
に
な
り
、
穀
田
十
頃
分
に
勝
る
と
あ
る
。
ま
た
漢
の
極
帝
の
時
に
、
洪
水
が
あ
っ
て
五
穀
が
登
熟

し
な
か
っ
た
時
、
災
害
を
受
け
た
郡
園
に
、
蕪
警
を
種
え
て
民
の
食
と
し
た
話
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
大
量
生
産
法
が
記
る
さ
れ
、
一

頃
が
栽
培
の
車
位
に
な
っ
て
い
る
臨
よ
り
見
て
、
徐
程
栽
培
面
積
の
置
か
っ
た
疏
菜
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
(
一
位
↑十
団
)
仰
の
胡
要
は
奏
底

を
用
い
て
、
急
耕
調
熟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
か
ら
、
胡
要
は
刈
跡
に
す
ぐ
播
種
す
る
に
相
違
な
い
。
川
仰
の
大
豆
の
斐
(
青
刈
大
豆
)



自
健
に
は
奏
の
刈
取
り
直
後
と
は
書
い
て
な
い
が
、
結
賓
ざ
す
場
合
の
大
豆
に
は
、
何
の
底
が
よ
い
か
、
底
の
係
件
を
求
め
ず
、
土
地
の
僚
件

と
し
て
は
単
に
「
地
は
熟
地
を
必
要
と
し
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
大
豆
は
良
熟
の
土
地
で
な
い
限
り
、

ど
ん
じな

土
地
で
も
よ
い
筈
で
あ
る
。
し
か
る
に
結
賓
を
必
要
と
し
な
い
、
そ
れ
故
に
更
に
肥
料
の
.
要
求
度
の
低
い
青
刈
大
豆
に
、
府
吹
底
と
わ
宮
わ
ざ
指

定
し
て
い
る
の
は
「
生
長
期
間
の
短
い
青
刈
大
豆
は
、
委
の
刈
跡
に
蒔
い
て
も
充
分
成
長
期
間
が
あ
る
か
ら
、
な
に
も
春
穀
用
の
土
地
を
使
う

必
要
は
な
い
」
と
い
う
貰
思
組
の
注
意
に
外
な
ら
な
い
。
大
豆
は
晩
種
に
よ
い
歳
は
五
月
六
月
で
も
婚
種
で
き
る
位
だ
か
ら
、
青
刈
大
豆
な
ら

ば
、
安
底
で
充
分
で
あ
る
。
斐
は
食
用
で
は
な
い
が
、
要
術
の
羊
の
飼
育
法
が
千
頭
の
羊
を
飼
う
話
に
な
っ
て
お
り
、
食
料
加
工
品
に
は
肉
食

閥
係
の
も
の
も
甚
だ
多
い
。
ま
た
嘗
時
北
方
民
族
の
支
配
下
に
あ
っ
た
事
責
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
妥
の
需
要
が
決
し
て
少
な
い
も
の
で
な
い
事

が
わ
か
る
。

ωの
小
豆
は
一
請
し
て
本
年
度
の
努
の
刈
跡
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

小
豆
不
保
歳
。
難
得
(
純
仁
引
船
豆
)

小
豆
は
収
穫
を
保
護
し
な
い
。
(
ど
ん
な
年
で
も
収
穫
が
安
定
し
て
い
る
と
い
う
作
物
で
は
な
い
。
)

氾
勝
之
書
に
も

そ
の
上
作
り
に
く
い
。
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と
述
べ
て
い
る
。
小
豆
は
安
定
作
物
で
な
い
か
ら
、

か
か
る
二
段
構
の
針
策
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
小
豆
が
二
段
構
に
な
っ
て
い
る
事
、
換

書
す
れ
ば
少
々
の
危
険
を
お
か
し
て
も
婆
底
を
用
う
と
い
う
こ
と
で
、
土
地
が
遣
利
な
く
充
分
に
回
輔
さ
れ
て
い
た
事
が
よ
く
わ
か
る
で
は
な

い
か
。
こ
の
要
術
の
文
は
短
文
で
は
あ
る
が
、
嘗
時
の
土
地
の
集
約
的
な
利
用
を
推
察
せ
し
め
る
重
要
な
一
文
で
あ
る
。

以
上
よ
り
見
る
と
奏
底
を
用
い
る
作
物
は
い
ず
れ
も
相
嘗
重
要
な
作
物
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
宿
努
の
刈
跡
は
嘗
時
充
分
に
利

用
さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
っ
た
。
併
せ
て
大
豆
は
跡
地
(
す
な
わ
ち
前
作
物
)
を
選
ば
な
い
事
も
附
一
言
一
目
し
て
お
き
た
い
。

次
に
今
一
つ
の
二
年
三
毛
作
に
関
係
あ
る
夏
作
物
、
栗
を
中
心
と
し
て
土
地
の
回
轄
を
考
え
よ
う
。
粟
の
前
作
物
に
な
に
が
よ
い
か
は
次
の

例
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
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(
穀
)
緑
豆
小
豆
底
霜
上
Q

肺
一
泰
胡
麻
次
之
。
蕪
育
大
豆
震
下
(
学
一
一
一
種
)

粟
を
播
種
す
る
に
は
、
綜
豆
・
小
豆
の
跡
地
を
使
う
の
が
一
番
よ
く
、
次
は
肺
・
黍
・
胡
肺
の
跡
地
が
よ
い
。
蕪
輩
円
(
か
ぶ
。
蔓
警
と
同



412 

じ

大
豆

の
跡
地
カf

更

そ
れ

次
く;!l同

こ
の
中
、
燕
警
と
胡
蹴
は
重
要
な
作
物
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
栽
培
面
積
が
ど
の
程
度
一
般
化
し
て
い
た
か
は
窺
知
で
き
な
い
の
で
、
古
来
よ

ω
 

り
五
穀
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
腕
・
黍
・
大
豆
を
中
心
に
論
を
す
す
め
た
い
。

ま
ず
「
底
H
H
跡
地
」
を
上
・
中
・
下
と
格
付
を
し
て
、
作
物
の
前
後
関
係
の
良
否
を
決
定
す
る
場
合
、

そ
の
良
否
の
基
準
と
し
て
、
土
壊
の

肥
効
力
保
持
に
主
要
な
目
標
を
お
く
立
場
と
、
収
穫
の
綜
合
的
有
利
性
に
主
限
が
お
か
れ
て
い
る
立
場
と
、
二
つ
の
立
場
が
あ
る
。
今
、
こ
の

「
底
」
が
土
壌
の
肥
効
力
保
持
、
す
な
わ
ち
土
援
の
肥
培
管
理
に
主
眼
を
お
い
て
い
る
な
ら
ば
、
前
述
の
如
く
、
大
豆
は
「
地
は
熱
地
を
必
要

と
し
な
い
。
〔
秋
に
鋒
し
た
土
地
は
す
な
わ
ち
楠
種
で
き
る
。
地
が
よ
す
ぎ
る
と
苗
ば
か
り
茂
っ
て
賓
が
す
く
な
い
〕
」
と
あ
る
よ
う
に
、
肥
料

の
要
求
度
が
低
く
、

か
つ
大
豆
に
は
根
癌
バ
ク
テ
リ
ヤ
の
作
用
を
受
け
て
、
土
擢
中
の
窒
素
肥
料
を
補
給
す
る
効
果
が
あ
る
。
そ
れ
故
肥
培
管

理
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
黍
・
腕
に
勝
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
か
ら
、
大
豆
と
黍
・
臓
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
「
線
豆
・
小
互
の
底
が
上
、

大
豆
の
底
が
中
、
黍
・
航
の
底
が
下
」
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
締
豆
・
小
豆
底
潟
上
云
々
」
と
い
う
格
付
は
第
二

の
立
場
、
収
穫
物
の
綜
合
的
有
利
性
を
主
眼
と
し
た
格
付
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。

-6-

さ
て
第
二
の
収
穫
物
の
綜
合
的
有
利
性
と
い
う
立
場
に
た
っ
て
粟
の
前
作
物
を
考
え
た
際
、
主
穀
と
し
て
黍
や
大
互
に
く
ら
べ
て
債
債
が
少

な
い
と
い
う
よ
り
も
、

五
穀
に
入
ら
な
い
線
豆
・
小
豆
の
底
を
最
上
と
し
て
い
る
理
由
が
理
解
で
き
な
く
な
る
。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
小
豆

・
線
豆
を
ま
く
よ
り
、
(
自
給
自
足
を
原
則
と
す
れ
ば
)
黍
・
蹴
や
大
豆
を
播
種
す
る
方
が
有
利
で
あ
ろ
う
。
こ
の
矛
盾
を
解
く
に
は
線
豆
・
小

豆
の
背
後
に
委
の
栽
培
を
考
え
て
い
る
と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
小
豆
(
線
豆
)
は
委
底
を
用
い
て
奏
と
の
年
二
毛
作
の
可
能
な
事
は
前
述
し
た

通
り
で
あ
る
か
ら
、
莱
と
組
合
せ
て
考
え
る
と
、
二
年
三
毛
作
が
成
立
す
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
黍
・
襟
は

一
一
一
月
上
旬
種
者
痛
上
時
。
四
月
上
旬
潟
中
時
。
五
月
上
旬
震
下
時
(
間
「
黍
)

と
あ
っ
て
、
莱
と
組
合
せ
た
場
合
年
一
毛
作
に
し
か
な
ら
な
い
。
大
豆
も
現
在
で
は
奏
の
あ
と
を
使
用
し
て
い
る
が
、
要
術
で
は
前
述
し
た
よ

う
に
、
成
長
期
間
が
宿
奏
と
重
な
っ
て
い
る
か
ら
、
二
年
三
毛
作
に
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
粟
と
組
合



す
と
一
年
一
毛
作
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
買
思
認
の
意
圃
を
辿
っ
て
来
れ
ば
、
彼
が
粟
の
前
作
物
を
「
線
豆
・
小
豆
の
あ
と
に
播
種
し
て
二
年
}

と
い
う
意
圃
で
記
述
し
た

三
毛
作
を
す
る
の
が
上
で
あ
り
、
肺
・
黍
の
あ
と
に
ま
く
の
が
第
二
。
大
豆
の
あ
と
に
蒔
く
の
が
第
三
で
あ
る
。
」

こ
と
が
わ
か
る
。

い
わ
ば
こ
れ
が
彼
の
表
地
力
説
で
あ
っ
た
ろ
う
。

以
上
の
ベ
た
本
節
の
論
旨
は
、
「
二
年
三
毛
作
に
閥
係
あ
る
奏
・
豆
・
粟
の
上
に
焦
時
を
お
い
て
、
土
地
の
回
轄
を
見
れ
ば
、
二
年
三
毛
作

が
成
立
す
る
の
み
な
ら
ず
、
特
に
粟
の
前
作
物
の
格
付
け
か
ら
二
年
三
毛
作
は
推
奨
さ
れ
て
い
る
」
と
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
節
に
お
い
て
要
術
に
は
二
年
三
毛
作
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
読
い
た
。
此
の
節
で
は
一
歩
道
ん
で
買
思
掠
が
ど
の
よ
う
な
二
年
三
毛

作
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
か
、
更
に
そ
の
二
年
三
毛
作
が
技
術
的
に
ど
の
よ
う
な
段
階
に
あ
っ
た
も
の
か
を
探
索
し
た
い
。

要
術
中
作
付
の
前
後
閥
係
を
示
し
た
も
の
を
整
理
す
れ
ば
次
の
表
が
え
ら
れ
る
。
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園

表

白.

珂
ゾ
ザ

下

6 

莱

大

豆

蔓

脊

胡

腕黍航

旦

豆

黍

大

中

線小

豆豆

回

5l. 

新
開
地

考F

考寄

糞

2 I黍・科書

41 
E託

ー

瓜

菜

5 

1 

緑
葱7 
玉1

黍・襟
新
開
地

紫

草8 

委・手祭
蔓

脊
9 

← 7-

ミ奏
胡

主主

10 
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右
の
圃
か
ら
は
数
多
く
の
作
物
の
組
合
せ
が
作
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
夏
作
物
と
多
作
物
の
組
合
せ
を
僚
件
と
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
二

年
三
毛
作
ま
た
は
年
二
毛
作
を
可
能
と
す
る
篠
件
を
持
つ
組
合
せ
を
抽
出
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
作
付
順
序
が
得
ら
れ
る
。

間

表D C B A 

勢大 警壁察

望書 空F

0 豪華
来

G F E 

注

ω
努
は
そ
の
前
作
物
と
の
聞
係
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
表
で
は
努
と
夏
作
物
と
で
作
り
得
る
年
二
毛
作
は
除
外
し
た
(
九
頁
参
照
)
。

こ
れ
を
入
れ
れ
ば
組
合
せ
は
更
に
多
く
な
る
。

ω
Oは
多
期
休
関
を
示
す
。

川

W

蔓
古
宵
は
築
を
食
用
に
す
る
時
は
七
月
に
種
え
る
か
ら
、
東
・
黍
と
の
年
二
毛
作
・
は
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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右
の
七
組
の
二
年
三
毛
作
の
中
、
蔓
脊
・
瓜
・
・
葱
等
の
読
菜
類
は
度
外
視
し
て
、
普
及
度
の
高
い
組
合
せ
を
と
れ
ば
A
と
D
の
二
組
が
残
旬
。

こ
の
組
合
せ
ば
、

か
り
に
本
年
度
安
を
播
種
し
た
と
観
定
す
れ
ば
、
来
年
安
の
底
に
A
コ
l
ス
は
小
豆
・
線
豆
を
ま
き
、

D
コ
l
ス
は
青
刈
大

豆
を
蒔
い
て
、
各
々
そ
の
年
の
秋
に
収
穫
を
終
り
、
b
b
t

期
休
閑
を
行
な
い
地
力
の
回
復
を
は
か
る
。
そ
の
翌
春
A
コ
l
ス
は
粟
を
、

D
コ
!
ス

は
黍
・
擦
を
ま
き
、
秋
に
な
れ
ば
、

A
-
D
雨
コ

l
ス
共
?
莱
と
黍
と
の
刈
跡
に
元
に
戻
っ
て
再
び
奏
を
ま
く
わ
け
で
あ
る
。

今、

A
コ
l
ス
の
作
付
順
序
の
格
付
を
見
る
と
、
小
豆
は
大
概
褒
の
あ
と
を
用
い
る
事
は
前
述
の
遁
り
で
あ
る
。
ま
た
粟
は
小
豆
・
線
豆
の
あ

と
が
上
と
な
っ
て
い
る
(
闘
表
一
の
1
)
か
ら
、
こ
の
作
付
順
序
は
彼
の
す
す
め
る
最
善
の
作
付
順
序
に
よ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

D
コ
l
ス
は
、

青
刈
大
豆
は
奏
の
あ
と
を
用
い
る
こ
と
こ
れ
も
前
述
の
遁
り
。
黍
は
新
開
地
に
蒔
く
の
が
最
善
で
、
大
豆
あ
と
に
蒔
く
の
を
次
善
の
法
と
し
て

い
る
が
、
新
聞
荒
地
は
一
回
切
り
の
も
の
で
、
毎
年
あ
る
わ
け
で
な
い
か
ら
、
通
常
の
年
で
は
大
豆
の
あ
と
に
播
種
す
る
の
が
最
上
の
方
法
で



あ
る
。
そ
れ
故
D
コ
l
ス
も
ま
た
貰
思
磁
の
す
す
め
る
最
善
の
作
付
順
序
に
し
た
が
っ
た
二
年
三
毛
作
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
場
合
奏
の
前
作
物

は
何
が
よ
い
か
要
術
に
一
ホ
さ
れ
て
い
な
い
が
、

呂
氏
春
秋
に
は
、

上
回
棄
畝
。
下
回
棄
酬
。
五
耕
五
拝
。
必
審
以
壷
。
其
深
殖
之
度
。
陰
土
必
得
。
大
草
不
生
。
文
無
摂
賊
。
今
葱
美
禾
。
来
蕊
美
奏

「
士
官
廿
論
J

戸
任
地
」

上
回
は
み
ぞ
に
播
種
し
、
下
回
は
う
ね
に
播
種
す
る
。
五
回
耕
し
五
回
草
取
り
す
る
が
、
そ
の
際
必
ず
丁
寧
に
か
つ
残
す
所
な
く
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
矯
種
す
る
時
の
深
さ
は
、
必
ず
根
が
底
の
し
め
っ
た
土
に
達
す
る
程
度
に
す
れ
ば
、
雑
草
が
は
え
ず
虫
も
つ
か

な
い
。
こ
の
よ
う
な
手
入
の
届
い
た
地
は
今
年
は
よ
い
禾
が
稔
り
、
来
年
は
よ
い
努
が
稔
る
。

と
あ
る
か
ら
、
安
を
菓
の
刈
跡
に
ま
く
事
は
、
呂
氏
春
秋
か
ら
普
、
活
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
要
術
に
も
早
熟
性
の
莱
に
努
争
場
と
い
う
品
種
を

あ
げ
て
い
る
こ
と
で
も
充
分
で
あ
る
。
奏
は
主
穀
中
唯
一
の
秋
種
作
物
で
あ
る
か
ら
、
種
々
の
春
穀
の
あ
と
を
受
け
て
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き

さ
て
こ
の
よ
う
に
買
思
認
の
最
善
と
す
る
作
付
順
序
を
た
ど
っ
て
、
自
か
ら
普
遍
性
の
あ
る
合
理
的
な
二
年
三
毛
作
が
導
き
出
さ
れ
た
事
は
、

-9-

る
の
で
、
夏
作
す
べ
て
の
「
跡
地
」
を
使
う
。
従
っ
て
一
つ
一
つ
書
く
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
二
年
三
毛
作
こ
そ
、
彼
の
推
奨
す
る
輪
作
型
式
で
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
こ
の
二
つ
の
輪
作
型
式
を
基
準
と
し
て
、
他
の
輪
作
型
式

を
、
時
と
土
地
の
宜
に
障
っ
て
、
適
宜
組
合
す
と
い
う
の
が
、
買
思
越
の
考
え
る
農
場
経
替
の
方
針
で
あ
っ
た
ろ
う
。

も
っ
と
も
農
書
は
、
嘗
時
の
最
高
技
術
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

一
般
の
人
々
が
こ
の
法
式
に
遭
っ
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
と
い

い
得
る
で
あ
ろ
う
。
要
術
は
嘗
時
の
技
術
の
最
高
水
準
を
普
及
す
る
目
的
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
同
時
に

今
採
持
鰹
停
。
愛
及
歌
謡
。
詞
之
老
成
。
験
之
行
事
(
開
矧
)

い
ま
経
停
か
ら
歌
謡
の
類
に
い
た
る
ま
で
史
料
を
あ
さ
り
、
ま
た
老
農
に
も
尋
ね
、
自
身
で
賓
験
し
て
み
た
。

415 

と
、
彼
の
記
載
が
、
架
空
で
な
い
事
を
主
張
し
て
い
る
が
、
要
術
中
に
は

〔
西
克
州
刺
史
劉
仁
之
。
老
成
郵
徳
。
調
余
言
目
。
土
日
在
洛
陽
。
於
宅
回
以
七
十
歩
之
地
。
試
震
直
回
。
収
粟
三
十
六
石
。
熱
則
一
一
畝
之
収
。
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有
週
百
石
突
。
少
地
之
家
。
所
宜
遵
用
之
〕
(
禁
一
一
一
部
)

酉
克
州
の
刺
史
劉
仁
之
は
、
老
成
し
た
高
徳
の
人
で
あ
る
が
、
私
に
「
昔
、
私
が
洛
陽
に
い
た
時
、
屋
敷
田
に
七
十
歩
の
匪
回
を
作
っ
た

が
、
粟
三
十
六
石
の
収
穫
が
あ
っ
た
」
と
語
っ
た
。
そ
う
す
る
と
一
畝
に
換
算
す
れ
ば
百
石
以
上
に
な
る
。
土
地
の
少
な
い
人
は
、
こ
の

法
を
見
な
ら
う
が
よ
い
。

一
歳
之
中
。
餓
死
過
半
〕
(
山
内
政
十
時
並
十
)

昔
、
私
は
羊
二
百
頭
飼
っ
て
い
た
が
、
斐
豆
が
す
く
な
〈
て
飼
う
こ
と
が
で
き
ず
、
一
年
の
中
に
過
半
数
が
餓
死
し
て
し
ま
っ
た
。

〔
余
背
有
羊
二
百
口
。
葵
豆
既
少
。
無
以
飼
。

と
あ
り
、
彼
の
序
文
が
、
序
文
の
た
め
の
美
辞
で
な
い
こ
と
を
謹
し
て
い
る
。
要
術
の
技
術
は
、
嘗
時
の
老
成
の
農
夫
な
ら
ば
、
賓
行
さ
れ
て

い
た
程
度
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
先
に
あ
げ
た
A

・B
二
型
式
の
二
年
三
毛
作
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
は
、

A
コ
l
ス
で
は
粟
が
使
用
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
粟
は
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黍
に
比
較
し
て
著
し
く
土
壊
を
消
耗
す
る
事
は
周
知
の
事
賓
で
あ
る
。
そ
の
上
黍
に
比
較
し
て
根
が
短
く
て
、
皐
害
に
劃
し
て
抵
抗
力
が
弱
い
。

だ
か
ら
二
年
三
毛
作
に
莱
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
黍
の
場
合
に
比
較
し
て
よ
り
高
い
技
術
、
特
に
肥
培
管
理
と
保
水
作
業
に
高
度
の
技
術
を
必

要
と
す
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
臨
A
コ
1
ス
は
D
コ
l
ス
に
比
し
て
、
高
い
技
術
段
階
に
あ
る
も
の
、
或
は
よ
り
肥
効
性
の
あ
る
土
壌

に
轡
ま
れ
た
輪
栽
型
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
D
コ
ー
ス
が
決
し
て
技
術
の
低
い
初
期
の
二
年
三
毛
作
で
あ
る
事
ぞ
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
要
術
で
は
豆
類
の
前
作
地
を
車
に
「
努
底
」
と
し
て
大
小
委
の
匡
別
を
つ
け
て
い
な
い
。
換
言
す
れ
ば
大
小
委

と
も
二
年
三
毛
作
に
利
用
さ
れ
て
い
た
離
で
あ
る
。

二
年
三
毛
作
成
立
の
障
害
を
な
す
も
の
は
、
冬
期
の
水
分
の
保
持
と
、
夏
作
物
の
収
穫
と
奈
の
播
種
ま
で
の
時
間
的
制
約
に
あ
る
。
し
か
る

に
小
委
は
要
術
に
も

小
褒
宜
下
回
。
〔
歌
日
。
高
田
種
小
売
機
穆
不
成
穂
。
男
子
在
他
郷
。
那
得
一
小
慌
悼
〕
(
問
仁
十
大
小
)

小
委
は
下
回
に
ま
く
が
よ
い
。
〔
歌
に
も
、
高
田
に
小
努
を
種
え
る
と
撒
穆
(
禾
の
穂
の
で
き
な
い
も
の
)
と
な
っ
て
穂
が
で
き
な
い
。
男



い
ず
く
ん
ぞ
憐
悼
せ
ぎ
る
を
得
ん
や
。
〕

と
元
来
下
回
に
ま
く
べ
き
小
委
を
場
所
ち
が
い
の
高
田
に
種
え
る
と
、
男
子
が
故
郷
を
は
な
れ
て
他
郷
に
す
む
と
勝
手
が
違
っ
て
機
惇
ず
る
の

子
が
他
郷
に
あ
っ
て
、

と
同
じ
ま
う
に
、
蓋
ば
か
り
で
穂
が
稔
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
劃
し
積
委
は

〔
九
種
積
雪
高
下
回
皆
得
用
。
但
必
須
良
熱
耳
。
高
田
借
擬
禾
豆
目
。
可
専
用
下
回
〕
(
震
十
大
小
)

お
よ
そ
積
褒
を
種
え
る
に
は
、
高
下
回
と
も
使
用
で
き
る
が
、
た
だ
必
ず
良
熟
の
地
を
必
要
と
す
る
。
高
田
は
禾
豆
に
あ
て
ら
れ
る
か
ら
、

専
ら
下
回
に
播
種
す
る
。

(
積
奏
は
「
か
は
む
ぎ
L

、
大
奏
の
一
一
種
と
い
わ
れ
て
い
る
)

と
あ
っ
て
、
技
術
的
に
は
下
回
た
る
を
必
要
と
し
な
い
。
こ
の
二
文
を
封
比
す
れ
ば
、
小
委
は
大
安
に
比
較
し
て
よ
り
多
量
の
水
分
を
必
要
と

し
、
ぞ
れ
故
嘗
然
よ
り
慎
重
な
保
水
作
業
を
必
要
と
す
る
事
が
了
承
で
き
る
。
も
し
然
ら
ざ
れ
ば
、
小
委
自
瞳
は
勿
論
、
次
の
豆
類
の
設
芽
成

長
に
も
困
難
を
来
た
す
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
時
間
的
制
約
に
関
し
て
は
、
成
長
日
数
の
臨
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
要
術
に
は
、

(
小
褒
)
八
月
上
戊
祉
前
潟
上
時
。
中
戊
前
第
中
時
。
下
戊
前
矯
下
時
(
位
一
第
一
村
)

小
奏
は
八
月
の
祉
前
'の
最
初
の
戊
の
日
に
播
く
の
が
一
番
よ
く
、
第
二
の
戊
の
日
の
前
が
そ
れ
に
，
次
い
で
よ
く
、
第
三
回
目
の
戊
の
日
の
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前
に
播
く
の
が
第
三
番
目
で
あ
る
。

(
横
様
車
)
八
月
中
戊
祉
前
種
者
信
用
上
時
。
下
戊
前
震
中
時
。
八
月
末
九
月
初
魚
下
陶
(
問
)

と
の
ベ
て
、
小
委
の
方
が
十
日
許
り
播
種
時
期
の
早
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
小
委
の
場
合
は
大
安
に
比
較
し
て
前
作
と
の
切
換
が

困
難
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
D
コ
l
ス
ま
た
決
し
て
低
い
段
階
の
も
の
で
な
い
事
が
明
瞭
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
に
、
要
術
の
二
年
三
毛
作
は
、
栽
培
困
難
な
莱
と
小
委
を
導
入
し
て
い
る
貼
か
ら
相
嘗
高
度
の
も
の
と
断
じ
て
よ
い
。

思
う
に
、
二
年
三
毛
作
は
最
初
栽
培
容
易
な
大
奏
・
黍
で
始
め
ら
れ
、
小
委
の
年
一
毛
作
に
比
較
し
て
さ
ほ
ど
収
穫
量
に
差
の
あ
っ
た
も
の

で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
一
一
年
三
毛
作
に
も
護
展
が
あ
り
、
保
水
と
肥
培
管
理
の
困
難
な
小
委
や
粟
も
次
第
に
導
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
従

岡

山
一
っ
て
大
安
が
よ
り
有
利
芯
小
委
に
取
換
え
ら
れ
、
西
山
買
の
云
う
如
く
「
小
庸
女
優
越
、
大
奏
退
縮
L

の
形
勢
が
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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か
く
見
れ
ば
、
小
努
の
普
及
は
二
年
三
毛
作
の
増
大
の
要
素
に
は
な
る
が
、
成
立
の
契
機
に
な
っ
た
か
否
か
は
疑
わ
し
い
。
少
な
く
と
も
技
術

的
に
は
二
年
三
毛
作
は
、
栽
培
困
難
な
小
委
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
が
接
見
で
き
な
い
。
私
は
二
年
三
毛
作
成
立
の
契
機
は
経
済

的
要
求
よ
り
も
、
華
北
農
業
の
不
安
定
性
に
あ
る
と
思
う
(
一
九
頁
参
照
)
。
要
術
巻
頭
雑
読
に

其
所
糞
種
黍
地
亦
刈
黍
子
。
即
耕
南
編
。
熟
蓋
下
糠
(
積
?
)
褒

糞
を
輿
え
て
黍
を
種
え
た
地
も
ま
た
黍
を
刈
取
り
、
す
ぐ
に
雨
回
耕
し
て
、
充
分
紀
傍
を
か
け
積
努
を
ま
く
。

と
あ
る
が
、
こ
の
糠
褒
と
黍
に
豆
類
を
加
え
た
二
年
三
毛
作
こ
そ
、
最
も
初
期
の
型
態
で
は
な
か
っ
た
か
。

こ
こ
で
ま
た
本
節
を
要
約
し
て
お
こ
う
。

(1) 

湾
民
要
術
か
ら
相
嘗
高
度
の
二
年
三
毛
作
型
式
が
抽
出
で
き
る
。

(的 (2)

二
年
三
毛
作
型
式
の
中
に
第
化
護
展
の
あ
る
事
を
認
む
べ
き
で
あ
る
。

二
年
三
毛
作
の
成
立
は
、
小
委
の
普
及
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
な
い
。
(
間
持
制
令
、

七
、、ー_./
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四

前
節
に
お
い
て
、
要
術
の
中
か
ら
二
年
三
毛
作
の
型
を
抽
出
し
、

E
っ
そ
の
型
式
が
始
源
の
段
階
の
も
の
で
な
い
事
を
推
定
し
た
。
し
か
し

要
術
中
に
は
私
の
論
誼
に
疑
問
を
提
出
す
る
が
如
き
左
の
一
文
が
あ
る
。

大
小
委
皆
須
五
月
六
月
嘆
地
。
〔
不
膜
地
而
種
者
。
其
収
倍
薄
。
桂
寒
目
。
五
月
六
月
畜
安
田
也
〕

〔
注
略
〕
山
田
及
剛
強
之
地
。
則
鰻
下
之
(
鐙
第
一
慨
)

従
来
は
こ
の
文
中
の
嘆
を
耕
起
し
て
風
日
に
曝
す
作
業
と
解
同
あ
る
い
は
耕
起
し
て
烈
日
に
さ
ら
す
な
つ
お
こ
し
と
み
な
さ
刷
、
こ
の
作

種
大
小
委
。
先
鴫
逐
整
掩
種
者
佳
。

業
の
た
め
に
、
安
の
前
作
た
る
夏
作
物
が
嬬
種
で
き
ず
、
保
地
休
関
さ
れ
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
解
躍
に
従
う
な
ら
ば
、
安
田
は
一
年

一
作
で
、
二
年
三
毛
作
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
奏
の
前
作
が
休
閑
さ
せ
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
次
の
如
き
疑
問
も
生
ず
る
。
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安
の
前
に
夏
作
物
が
播
種
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
安
田
は
奏
の
み
の
一
年
一
作
田
と
な
り
、
他
の
夏
作
物
と
の
組
合
せ
が
不
可
能
で
あ

る
が
、
安
底
を
使
用
す
る
作
物
が
四
種
も
あ
っ
て
最
も
多
い
。

(2) 

「
大
小
委
皆
須
五
月
六
月
模
地
」
の
直
後
に
ま
た
、

「
種
大
小
奏
云
々
L

と
繰
返
し
が
あ
る
。
嘆
が
大
小
委
を
播
種
す
る
た
め
の
作
業
な

ら
ば
、
最
初
に
「
種
大
小
委
皆
須
五
月
六
月
膜
地
」
で
充
分
に
意
味
が
逼
ず
る
で
は
な
い
か
。

こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
、
今
一
度
少
し
く
詳
細
に
嘆
の
作
業
内
容
を
追
求
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
要
術
に
は
早
稲
の
頃
に
も
「
嘆
」
が

用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
文
を
手
懸
り
と
し
よ
う
。

凡
下
回
停
水
慮
。
燥
則
堅
洛
。
糠
則
汗
泥
。
難
治
而
易
荒
。
境
埼
而
殺
種
。
其
春
耕
者
。
殺
種
尤
甚
。
故
宜
五
六
月
嘆
之
。
以
擬
積
奏
。

奏
時
水
一
務
不
得
一
納
種
者
。
九
月
中
復
員
。
至
春
種
稿
。
高
不
失
一
。
〔
春
耕
者
十
不
収
五
。
蓋
誤
人
耳
〕
(
純
子
一
早
稲
)

下
回
の
水
の
た
ま
っ
て
い
る
土
地
は
、
乾
燥
す
る
と
か
ち
か
ち
に
堅
く
な
り
、
さ
ら
に
源
り
が
加
わ
る
と
仔
泥
の
地
と
な
り
、
手
入
が
困

難
で
あ
れ
や
す
く
、
土
地
が
や
せ
て
折
角
蒔
い
た
種
を
殺
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
土
地
を
春
耕
す
れ
ば
、

一
一
暦
甚
し
く
種
子
を
殺
し
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て
し
ま
う
。
だ
か
ら
春
耕
の
代
り
に
五
月
・
六
月
嘆
し
て
お
い
て
、
積
粛
安
易
」
蒔
く
議
定
地
に
し
て
お
く
。
褒
を
蒔
く
時
に
ま
だ
水
が
た
ま

っ
て
い
て
播
種
で
き
な
い
と
、
九
月
中
に
ま
た
一
回
反
輔
さ
せ
て
お
き
、
春
に
な
っ
て
早
稲
を
種
え
れ
ば
、
蔦
に
一
つ
の
失
敗
も
な
い
。

〔
こ
の
よ
う
な
下
回
停
水
の
地
を
春
耕
す
れ
ば
5
一mも
収
穫
が
な
い
。
(
春
耕
を
い
う
人
も
あ
る
が
)
、
人
を
誤
ら
し
め
る
だ
け
で
あ
る
。
〕

源
調
停
の
聞
に
耕
起
す
れ
ば
、

粒
子
が
極
め
て
微
細
な
黄
土
を
、

水
に
ね
ら
れ
て
汗
泥
と
化
し
、

乾
く
と
凝
固
す
る
と
い
う
黄
土

こ
の
文
は
、

の
性
質
を
述
べ
た
も
の
で
冶
る
。
耕
起
す
る
と
、
必
然
的
に
耕
土
を
動
か
す
か
ら
、

動
か
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
摂
津
の
際
に
回
を
耕
し
た
り
、
雨
の
直
後
に
鋤
し
た
り
す
る
よ
り
、
い
っ
そ
家

に
鯖
っ
た
方
が
よ
い
(
源
耕
津
鋤
。
不
如
時
去
問
ト
第
一
)
と
同
様
、
華
北
農
業
の
一
つ
の
原
則
を
述
べ
た
語
で
あ
る
。
こ
の
文
に
よ
る
と
、

春
耕
の
出
来
な
い
下
瀬
田
は
、
そ
の
代
り
に
五
月
・
六
月
に
嘆
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
膜
と
い
う
作
業
は
、
浅
ぐ
耕
起
す
る
春
の
耕
起
(
凡
秋

耕
欲
謀
。
春
夏
欲
浅
。
翠
欲
こ
ま
撚
る
を
努
欲
再
梢
ト
第
一
)

「
春
耕
す
る
な
」
と
は
、
春
、
」
の
如
き
下
瀬
田
の
耕
土
を

419 

よ
り
、

更
に
土
地
を
動
か
さ
な
い
作
業
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
れ
だ
け
の
事
を
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明
確
に
し
て
、
再
び
最
初
の
大
小
委
の
文
を
ふ
り
返
ろ
う
。

こ
の
文
に
賀
思
拙
は
四
民
月
令
を
引
用
し
て
注
を
加
え
て
い
る
。
四
民
月
令
は
要
術
中
に
最
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
書
の
一
つ
で
、
貰
思

郷
は
著
述
に
あ
た
っ
て
、
大
い
に
参
考
に
供
し
た
に
相
違
な
い
が
、
彼
が
四
民
月
令
を
以
っ
て
注
す
る
以
上
は
、
こ
の
個
所
は
月
令
と
内
容
的

に
は
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四
民
月
令
中
、
こ
の
個
所
に
開
連
の
あ
る
の
は
左
の
文
で
あ
る
。

夏
至
之
日
薦
褒
魚
子
組
繭
。
(
中
略
)
先
後
日
各
五
日
可
種
禾
及
牡
航
。
〔
牡
腕
有
卜
気
無
気
質
〕
先
後
各
二
日
可
種
黍
。
是
月
也
可
別
稲

及
藍
。
至
後
廿
日
可
苗
安
田
刈
芙
調
。
安
既
入
多
作
繍
以
後
供
入
出
之
船
(
紅
一
判
官
民
血
(
)

夏
至
の
日
に
奏
と
魚
と
を
組
禰
に
お
そ
な
え
す
る
。
(
中
略
)
(
夏
至
)
の
前
後
各
五
日
禾
と
牡
臓
を
種
え
る
が
よ
い
。
〔
牡
臓
は
卜
気
(
?
)

が
あ
れ
ば
稔
り
が
な
い
。
〕
前
後
二
日
は
黍
を
種
え
る
が
よ
い
。
こ
の
月
に
は
穏
と
藍
と
を
株
分
け
す
る
。

夏
至
後
二
十
日
に
は
安
田
を

草
ぎ
り
し
、
芙
(
菱
?
)
菊
を
か
る
が
よ
い
。
安
が
す
で
に
刈
取
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
繍
(
乾
飯
)
を
津
山
作
っ
て
、
出
入
の
棋
に

そ
な
え
よ
。

(
要
術
で
は
「
至
後
廿
日
止
。
富
安
田
云
々
」
と
あ
る
が
、
私
は
賓
奥
が
正
し
い
と
思
う
)
。
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右
の
文
中
、
夏
至
に
委
・
魚
を
租
先
に
薦
め
る
が
、
祖
先
に
供
え
る
以
上
は
、
安
は
新
穀
で
あ
る
。
ま
た
「
奏
す
で
に
入
り
た
れ
ば
L

と
あ

る
か
ら
、
夏
至
の
時
に
は
委
は
収
穫
ず
み
で
あ
る
。
従
っ
て
中
間
に
あ
る
「
(
夏
)
至
後
二
十
日
可
富
安
田
刈
英
猫
」
の
要
因
は
、
現
在
褒
の
刈

っ
た
あ
と
の
田
を
指
す
は
ず
で
あ
る
。
で
、
こ
の
文
を
割
注
に
挿
入
し
た
要
術
の
「
大
小
努
皆
須
五
月
六
月
暁
地
」
も
、
安
田
の
刈
跡
を
嘆
す

る
事
で
あ
る
。
暁
は
、
前
述
の
「
土
を
動
か
さ
ぬ
作
業
」
と
、
こ
の
「
安
田
を
く
さ
ぎ
り
す
る
」
と
い
う
四
民
月
令
の
文
を
併
せ
考
え
る
と
、

土
地
を
ご
く
薄
く
す
い
て
、
草
を
と
る
こ
と
を
粂
ね
て
日
に
さ
ら
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
一
般
に
春
に
十
時
き
秋
収
穫
す
る
夏
作
物
は
、
秋
の
収
穫
後
に
深
く
耕
起
し
、
土
壌
中
の
毛
細
管
を
切
っ
て
深
部
の
水
分
の
保
持
を
闘
る

と
共
に
、
上
部
の
土
撲
を
日
に
あ
て
、
土
中
の
珪
酸
類
を
分
解
し
て
お
き
、
更
に
春
に
な
っ
て
浅
〈
耕
し
て
種
子
を
蒔
き
、
そ
の
上
に
杷
第
を

か
け
て
水
分
の
蒸
授
を
防
ぐ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
春
耕
を
浅
く
す
る
の
は
、
深
耕
す
る
と
地
下
の
水
分
の
上
昇
を
妨
げ
、
表
土
を
乾
燥
さ
す

か
ら
で
あ
る
。
か
く
土
中
水
分
の
保
持
に
務
め
る
理
由
は
、
華
北
の
降
雨
は
、
(
陽
暦
の
)
七
・
八
・
九
の
三
月
に
、
殆
ん
ど
全
部
近
く
が
集
中
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す
る
の
で
、
作
物
の
渡
芽
か
ら
成
長
に
か
け
て
の
、
最
も
水
分
を
要
す
る
期
聞
が
、

い
わ
ば
年
間
で
最
も
水
分
の
不
足
し

丁
度
降
雨
の
直
前
、

た
時
期
に
嘗
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
宿
奏
は
、
事
情
が
異
り
、
播
種
期
が
雨
期
の
直
後
で
あ
る
か
ら
、
土
中
の
水
分
が
充
分
な
時
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
宿
努
の
珠
定
地
を
、
五
月
・
六
月
に
耕
起
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
土
壌
の
分
解
が
主
目
的
で
あ
る
か
ら
、
氾
勝
之
書
や
、
要
術
の

秋
種
の
胡
瓦
げ
加
く
よ
く
耕
起
し
、
調
熟
せ
し
め
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
嘆
す
る
こ
と
は
理
解
し
が
た
い
(
同
時
に
従
来
の
嘆
の
解
稗
に
劃
す
る

第
三
の
疑
問
で
あ
る
が
)
。

然
る
に
嘆
す
る
以
上
は
、
こ
の
文
は
褒
の
刈
跡
に
雨
期
を
ま
た
ず
、
直
ち
に
他
の
作
物
の
播
種
を
前
提
と
じ
た
も

の
と
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

聞

こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
来
る
と
、
「
不
膜
地
而
種
者
」
は
努
を
指
す
の
で
は
な
く
、
安
の
あ
と
地
を
用
い
る
作
物
全
般
を
指
し
、
「
大
小
委
皆

須
五
月
六
月
瑛
地
」
は
褒
に
閥
係
の
な
い
語
と
な
り
、
そ
の
直
後
に
「
種
大
小
委
云
々
」
と
い
う
語
が
繰
返
さ
れ
て
い
る
理
由
が
明
瞭
に
な
る
。

た
ぶ
ん
彼
は
手
本
と
し
た
四
民
月
令
の
「
夏
至
後
二
十
日
可
畜
婆
回
」
の
意
を
祖
述
す
る
た
め
に
特
に
こ
の
文
を
最
初
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
来
な
ら
ば
こ
の
文
は
、
安
の
あ
と
に
播
種
す
る
各
作
物
の
項
に
記
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
種
類
の
多
い
た
め
に
ま
と
め
て
婆
の
項
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に
記
入
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
も
し
努
の
た
め
の
作
業
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
後
に
来
る
べ
き
で
あ
る
。
，

以
上
本
節
に
お
い
て
、
膜
の
技
術
内
容
を
追
求
し
た
結
果
、
大
小
委
が
二
年
三
毛
作
に
導
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
論
に
到
着
し
た
。
最
後

に
こ
の
文
の
課
を
附
し
て
お
こ
う
。

大
小
委
回
は
皆
か
な
ら
ず
五
月
六
月
に
(
地
を
う
す
く
す
い
て
)
日
に
あ
て
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
〔
も
し
そ
れ
を
し
な
い
で
其
昆
に
播

種
す
る
と
、
牟
分
の
収
穫
し
か
な
い
。
山
雀
寒
も
五
月
六
月
安
田
を
畜
す
と
い
っ
て
い
る
〕
大
小
委
を
種
え
る
に
は
、
ま
ず
す
ぎ
わ
り
し
て
、

撃
を
追
っ
て
種
子
に
土
を
か
ぶ
せ
る
が
よ
い
。
そ
の
山
田
や
か
た
い
土
地
は
、
識
を
使
っ
て
下
種
す
る
。

五

湾
民
要
術
の
著
者
貰
思
醜
が
、
二
年
三
毛
作
を
極
め
て
重
視
し
て
い
た
事
は
、
す
で
に
疑
う
品
跡
地
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
節
で
は
費
民
要
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術
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
高
度
な
集
約
農
業
が
果
し
て
ど
の
程
度
に
普
及
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
何
時
頃
ま
で
遡
り
う
る
か
と
い
う

離
を
一
見
し
て
み
た
い
。

こ
の
時
代
に
お
い
て
、

山
東
地
方
に
二
年
三
毛
作
が
相
蛍
に
普
及
さ
れ
て
い
た
事
は
、
開
問
民
要
術
自
肱
胞
が
何
よ
り
の
誼
様
で
あ
る
か
ら
、

L、

ま
さ
ら
賛
吾
一同
を
弄
す
る
必
要
が
な
い
。

第
二
の
史
料
は
、
北
説
書
巻
八
、
世
宗
本
紀
に
見
え
る
次
の
詔
で
あ
る
。

正
始
元
年
九
月
丙
午
詔
。
縁
准
南
北
所
在
鎮
成
。
皆
令
及
秋
播
奏
。
春
種
粟
稲
。
随
其
土
宜
。
水
陸
乗
用
。
必
使
地
無
遺
利
。
兵
無
徐
力
。

比
及
来
稔
。
令
公
私
供
諸
問
也

正
始
元
年
(
五

O
四
)
九
月
丙
午
に
詔
を
下
し
て
い
う
に
は
、
「
准
河
の
爾
岸
の
あ
ち
こ
ち
の
銀
成
は
、

み
な
秋
に
な
る
と
褒
を
播
種
し
、

春
は
某
や
稲
を
う
え
、
そ
の
土
地
に
臆
じ
酒
宜
水
田
・
陸
田
に
使
分
け
、
地
を
充
分
に
利
用
し
、
兵
士
連
の
全
努
力
を
投
入
さ
し
て
、
来

年
の
収
穫
の
頃
に
は
、
公
私
と
も
に
た
す
か
る
よ
う
に
せ
よ
」
と
。
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こ
の
詔
に
よ
れ
ば
、
嘗
時
治
相
門
の
南
北
一
帯
の
園
境
線
に
駐
在
し
て
寧
屯
し
て
い
る
兵
隊
に
針
し
、
闘
家
の
強
制
力
に
よ
っ
て
、
秋
に
は
安

易
』
播
種
し
、
春
に
は
粟
、
あ
る
い
は
穏
を
種
え
さ
し
て
、
水
田
に
は
委
と
稲
と
の
二
毛
作
を
、
陸
田
に
は
委
粟
二
毛
作
あ
る
い
は
二
年
三
毛
作

を
動
唱
し
た
事
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
南
北
劃
立
し
て
い
る
時
、
こ
の
闘
境
線
に
政
府
の
手
で
年
二
毛
作
、
或
は
二
年
三
毛
作
を
強
行
し
て
い

る
事
寅
は
、
こ
の
農
業
経
営
法
が
、
決
し
て
特
別
な
も
の
で
な
か
っ
た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
如
何
に
兵
に
徐
カ
な
か
ら
し
む
と
は
い

ぇ
、
大
規
模
な
軍
の
屯
田
に
、
民
間
に
も
稀
な
高
度
な
集
約
農
法
や
、
新
ら
し
い
経
管
法
を
賓
施
ざ
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
で
准

河
近
く
の
地
域
に
二
年
三
毛
作
の
普
及
を
考
え
て
も
無
理
と
は
い
い
得
ま
い
。
南
北
朝
の
時
代
は
、
人
口
少
な
く
、
土
地
が
徐
っ
て
い
た
時
代

と
は
い
え
、
嘗
時
の
職
凱
の
位
相
か
ら
考
え
れ
ば
、
河
川
の
近
く
の
丘
陵
に
鳴
を
構
え
て
褒
居
し
、
或
い
は
山
中
に
村
を
聞
い
て
集
園
生
活
を

管
仇
、
そ
の
周
迭
の
限
ら
れ
た
地
を
耕
地
と
し
て
、
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
極
度
に
利
用
し
、
そ
れ
こ
そ
遺
利
な
か
ら
し
め
て
、
多
く
の
人

が
、
集
圏
の
食
料
の
確
保
に
努
力
を
掛
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
園
の
農
業
は
、
天
の
恵
が
不
調
和
で
あ
る
が
、
そ
の
恵
ま
れ
な
い
要
素
要
因



(
例
え
ば
水
)
を
人
口
に
よ
っ
て
補
な
う
こ
と
に
よ
り
、
生
産
の
驚
く
べ
き
接
大
が
期
待
さ
れ
る
と
い
う
が
占
こ
の
中
園
農
業
の
特
色
が
、

か
る
村
落
型
態
と
、
集
約
農
業
の
維
持
に
興
っ
て
力
が
あ
っ
た
ろ
う
。

ω
 

第
三
は
四
民
月
令
で
あ
る
。
四
民
月
令
は
す
で
に
守
匡
美
都
雄
・
楊
聯
陸
氏
の
研
究
が
あ
る
。
四
民
月
令
は
、
豪
族
の
荘
園
経
管
と
家
族
生

活
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
楊
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
各
月
に
何
を
買
り
、
何
を
買
う
か
と
い
う
事
は
、
賎
い
時
に
買
い
貴
い
時
に
買
る
商

業
的
見
地
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
原
則
は
穀
物
に
閥
す
る
限
り
、
収
穫
の
直
後
に
買
入
れ
、
需
要
の
多
い
時
に
買
出
す
事
で
あ
る
。
月
令
に
見

聞

え
る
各
月
の
穀
物
の
貰
買
品
を
楊
氏
の
研
究
に
従
っ
て
表
に
す
れ
ば
次
ぎ
の
如
く
に
な
る
。

園

表

三鰹 事程

1 

2 莱黍大小豆腕事子祭

3 粟

機大
4 

安委

5 
大胡

大安
豆腐

大 繍大
6 ) 

.R 安審

7 大小努 豆

種
黍

き奏

9 

腕
10 粟豆

子

11 杭穏粟豆府
子

12 

右
の
表
中
、
八
月
に
は
黍
を
買
入
れ
、
種
委
を
貰
出
す
。
こ
れ
は
八
月
に
は
黍
は
す
で
に
収
穫
を
移
り
費
出
さ
れ
て
い
る
一
方
、
宿
安
は
こ

れ
か
ら
矯
種
の
用
意
を
す
る
段
階
に
あ
る
事
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
直
接
二
年
三
毛
作
の
存
在
を
謹
明
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
時
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間
的
に
見
て
黍
と
努
と
の
二
毛
作
、
引
い
て
は
二
年
三
毛
作
の
可
能
を
語
る
傍
歪
で
あ
る
。
四
民
月
令
の
著
者
痘
寒
は
後
漢
安
帝
か
ら
霊
帝
に

か
け
て
生
存
し
、
現
在
の
河
北
省
安
卒
の
人
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
言
は
こ
の
安
卒
の
附
近
の
扶
態
を
基
礎
と
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ

倒

す
れ
ば
こ
の
地
方
に
近
ぐ
、
二
年
三
毛
作
に
よ
り
よ
い
僚
件
を
持
つ
太
行
山
服
の
東
側
一
幣
に
は
相
嘗
の
普
及
も
想
像
で
き
よ
う
。

第
四
は
有
名
な
周
曜
の
鄭
司
農
の
注
で
あ
る
。

ヵ、

- 17ー
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今
時
謂
禾
下
奏
。
帰
夷
下
奏
。
言
菱
刈
其
禾
。
於
下
種
委
也
(
制
服
)

現
在
禾
あ
と
の
奏
を
夷
下
努
と
も
い
う
。
そ
の
意
味
は
其
の
禾
を
刈
取
っ
て
そ
の
あ
と
に
奏
を
種
え
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

今
俗
間
謂
奏
下
矯
夷
下
。
言
吏
夷
其
奏
。
以
其
下
種
禾
豆
也
(
酬
明
)

世
間
で
は
奏
の
刈
跡
を
夷
下
と
も
い
う
。
そ
の
奏
を
刈
取
っ
て
、
あ
と
に
禾
・
豆
を
種
え
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

右
の
文
は
従
来
か
ら
、
年
二
毛
作
、
ま
た
は
二
年
三
毛
作
の
史
料
と
し
て
引
用
さ
れ
る
著
名
な
文
で
あ
る
。
人
に
よ
っ
て
は
こ
の
史
料
を
特

殊
の
事
例
と
解
四
押
し
て
い
る
が
、
「
今
時
云
々
」
と
い
い
、
ま
た
「
俗
間
云
々
」
と
い
う
語
調
か
ら
察
す
れ
ば
、

一
般
的
知
識
と
な
っ
て
い
た
も

の
に
相
違
な
い
。
未
だ
普
遍
化
し
て
い
な
い
特
殊
な
栽
培
法
を
注
記
に
し
て
説
明
し
て
も
、
そ
れ
は
注
記
と
し
て
の
意
義
は
な
い
。
こ
の
一
文

ω
 

か
ら
西
山
氏
の
読
く
如
く
、
嘗
時
禾
と
奏
と
の
二
毛
作
は
日
常
化
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
鄭
玄
注
を
組
合
せ
ば
、

丁
度
「
粟
|
褒
|
粟
」
と
「
粟
l

奏
|
豆
」
の
二
年
三
毛
作
の
型
式
が
得
ら
れ
る
が
、
同
一
人
の
注
と
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は
い
え
、
場
所
を
異
に
し
た
こ
つ
の
注
を
そ
の
ま
ま
結
付
け
て
、
土
地
の
連
績
し
た
回
轄
を
想
定
し
う
る
か
否
か
、
換
言
す
れ
ば
年
二
毛
作
か

ら
直
ち
に
二
年
三
毛
作
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
か
否
か
は
軽
々
に
速
断
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

董
仲
堂
前
上
目
。
春
秋
官
穀
不
書
。
至
於
奏
禾
不
成
則
書
之
。
以
此
見
聖
人
於
五
穀
最
重
要
輿
禾
也
(
餓
…
即
時
二
十
四
)

蓋
仲
時
叫
が
武
帝
に
読
い
て
い
う
に
は
、
春
秋
に
は
他
の
穀
物
の
事
は
書
い
て
な
い
が
、
郡
安
と
禾
が
稔
ら
な
い
場
合
の
み
書
い
て
あ
る
。
こ

れ
で
聖
人
が
五
穀
の
中
で
褒
と
禾
を
特
に
重
視
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。

と
、
委
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
奏
の
重
視
さ
れ
る
理
由
は
、
畑
作
物
の
中
で
優
秀
な
穀
物
で
あ
る
こ
と
に
も
理
由
が
あ
る
が
、
同
時
に

そ
の
収
穫
が
他
の
夏
作
物
の
端
境
期
に
嘗
る
事
も
無
視
で
き
な
い
。
躍
記
月
令
仲
秋
の
月
に
鄭
玄
は

奏
者
接
紹
績
乏
之
穀
。
尤
宜
重
之

安
は
他
の
食
糧
が
な
く
な
っ
た
り
、
乏
し
く
な
っ
た
時
に
稔
る
穀
物
で
あ
る
か
ら
、

と
く
に
褒
を
重
要
覗
す
べ
き
で
あ
る
。

と
注
し
て
い
る
。
大
儒
鄭
玄
も
ま
た
奏
が
他
穀
と
収
穫
時
期
を
異
に
す
る
が
故
に
持
つ
、
封
飢
鮭
作
物
と
し
て
の
債
値
を
高
く
評
債
し
て
い
る
。



飢
僅
の
針
策
は
中
園
の
農
業
経
営
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

種
穀
必
雑
五
種
0

・
以
備
災
害
(
建
一
一
一
仁
十
)

と
、
農
業
の
不
安
定
性
を
除
去
す
る
た
め
に
、
五
穀
を
雑
種
し
、
そ
の
中
何
ら
か
の
作
物
の
収
穫
を
是
非
と
も
確
保
す
る
事
に
つ
と
め
て
い
加
。

因
み
に
五
穀
と
は
師
古
読
に
依
る
と
、
黍
・
稜
・
肺
・
奏
・
豆
で
あ
る
。
事
賞
、
十
年
九
早
と
稿
さ
れ
、
最
、
近
ま
で
各
種
の
種
子
を
用
意
し
、

常
に
天
候
を
窺
い
な
が
ら
、
例
え
ば
粟
の
播
種
の
時
期
に
、
播
種
不
適
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
黍
を
ま
く
用
意
し
、
黍
が
不
可
能
な
ら
ば
豆
に
切
換

え
る
と
い
う
よ
う
な
経
替
を
行
な
っ
て
来
た
中
園
農
業
の
性
格
か
ら
見
丸
、
自
己
の
有
す
る
土
地
を
時
間
的
空
間
的
に
、
残
す
こ
と
な
く
利
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
心
懸
け
、
経
験
L
習
熟
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ざ
す
れ
ば
粟
と
奏
と
の
年
二
毛
作
が
日
常
化
し
て
い
る
な

ら
ば
、
時
間
的
に
そ
れ
程
切
迫
し
て
い
な
い
、
委
か
ら
豆
類
へ
の
切
換
は
嘗
然
行
な
わ
れ
て
、
二
年
三
毛
作
は
成
立
し
て
い
た
に
ち
が
い
あ
る

回

ま
い
。
荷
子
富
園
篇
に
も

今
是
土
之
生
五
穀
也
。
人
善
治
之
。
則
畝
敷
盈
。

一
歳
而
再
獲
之
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今
こ
の
土
地
の
五
穀
の
生
産
は
、
人
が
よ
く
手
入
す
れ
ば
、
畝
ご
と
数
盈
の
収
穫
量
が
あ
り
、
し
か
も
年
二
回
の
収
穫
が
あ
る
。

と
あ
っ
て
、
年
二
毛
作
の
由
来
の
古
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
私
は
本
節
に
お
い
て
、
二
年
三
毛
作
の
分
布
を
求
め
つ
つ
、
二
年
三
毛
作
が
漢
代
に
遡
り
得
る
で
あ
ろ
う
(
四
民
月
令
、
鄭

玄
注
に
よ
る
)
乙
と
を
推
定
し
、
そ
の
推
定
の
論
擦
と
し
て
農
業
の
不
安
定
性
に
封
慮
す
る
た
め
の
土
地
の
回
轄
の
習
慣
を
考
え
て
き
た
。
い

わ
ば
二
年
三
毛
作
の
契
機
を
農
業
の
不
安
定
性
に
相
開
魔
す
る
た
め
の
彼
等
の
経
験
智
に
置
い
た
わ
け
で
あ
る
。
農
業
経
営
の
護
展
進
歩
は
、
経

済
的
要
求
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
は
或
る
程
度
の
、
収
穫
の
安
定
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従

来
中
園
農
業
の
褒
展
に
、
不
安
定
性
の
論
理
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
中
園
農
業
史
・
経
済
史
を
考
え
る
上
に
軽

現
で
き
な
い
一
面
で
は
な
か
ろ
う
か
。

4~5 

不
安
定
性
除
去
の
た
め
に
す
で
に
漢
代
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
経
済
的
要
求
の
た
め
に
唐
代
に
一
段
の
飛
躍
を
み
た
、
こ
れ
が
二
年
三
毛
作
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に
封
す
る
私
の
結
論
で
あ
る
。

二
年
三
毛
作
の
成
立
を
論
述
す
る
に
は
、

西
山
氏
も
論
及
し
て
い
る
よ
う
に
整
地
機
具
、
肥
料
の
面
か
ら
、

そ
の
成
立
の
可
能
性
を
裏
付
け

る
必
要
が
あ
る
。
肥
料
に
閥
し
て
は
簡
車
に
ふ
れ
て
お
い
た
。
整
地
具
に
つ
い
て
は
、
私
も
天
野
氏
と
同
様
に
す
で
に
そ
の
篠
件
を
備
え
て
い

ω
 

た
と
考
え
て
い
る
。
い
や
そ
れ
以
上
に
遡
っ
て
、
私
は
超
過
の
撃
が
反
輔
整
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
が
、
機
具
に
劃
し
て
は
稿
を
別
に
し

て
論
述
す
る
改
定
で
あ
る
。

平

Z-E 
ω西
嶋
定
生
「
磁
碓
の
彼
方
」
歴
史
皐
研
究
一
二
五
、

天
野
元
之
助
「
中
園
古
代
史
家
を
許
す
」
歴
史
皐
研
究
一
八

O
続、

「
中
閣
に
お
け
る
ス
キ
の
渡
達
」
東
方
皐
報
京
都
第
二
六
班
、
「
級
車
百
南

北
朝
に
お
け
る
農
業
生
産
力
の
展
開
」
史
砂
雑
誌
六
六
の
一

O

天
野
氏
は
右
の
コ
一
論
文
に
二
毛
コ
一
作
の
こ
と
に
附
し
て
述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
要
約
及
び
本
論
文
の
引
用
は
第
三
の
史
皐
雑
誌
の
も
の
で
あ
る
。

西
山
武
一
・
熊
代
幸
雄
共
謀
『
賢
民
要
術
』
こ
の
認
書
中
西
山
氏
は
、
慮

蕗
に
、
年
二
毛
作
及
び
二
年
三
毛
作
に
つ
い
て
述
ベ
て
い
る
が
、
最
も
纏

ま
っ
て
い
る
、
解
説
(
三
一
一
一
ー
ー
コ
一
二
二
頁
)
の
部
を
要
約
し
た
。
本
書
に

つ
い
て
は
私
の
書
評
(
東
洋
史
研
究
一
七
の
一
)
が
あ
る
か
ら
参
照
さ
れ
た

い
。
な
お
こ
の
論
文
中
の
私
の
認
は
本
書
に
操
る
所
が
非
常
に
多
い
。
繁

維
を
避
け
て
一
・
4

注
記
し
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
ま
と
め
て
深
甚
の
謝
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

ω耐
川
民
間
世
術
は
、
渡
遁
世
主
一
氏
に
よ
る
と
、
大
略
紀
一
万
五
三

0
1五
五

O
年

の
間
に
作
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
著
者
買
思
認
は
高
陽
(
山
東
省
臨

消
豚
一
帯
)
の
太
守
を
し
た
事
が
あ
り
、
胡
立
初
氏
は
、
盆
都
の
鴻
儒
賀

思
伯
・
賀
忠
問
の
一
族
と
考
え
て
い
る
(
「
賀
民
要
術
引
用
書
目
考
設
し
費

魯
大
間
干
園
皐
殺
編
二
)
0

そ
れ
故
要
術
は
四
民
月
令
・
氾
勝
之
告
を
初
め

多
く
の
文
献
を
引
用
し
、
ま
た
旗
く
遼
東
・
一
二
崎
町
・
准
南
の
農
業
も
述
ベ

て
い
る
が
、
中
心
を
な
す
も
の
は
蛍
時
山
東
の
臨
悩
・
盆
都
一
帯
の
農
業

技
術
と
思
わ
れ
る
。
要
術
の
技
術
の
解
説
と
し
て
は
、
前
記
西
山
・
熊
代

共
謀
書
の
解
説
と
、
天
野
元
之
助
「
湾
民
要
術
と
皐
地
農
法
」
杭
命
日
経
済

史
皐
一
五
の
コ
了
四
が
我
閣
の
も
の
と
し
て
泊
常
で
あ
る
。

仙
川
要
術
に
各
作
物
ご
と
に
濁
立
し
て
書
か
れ
て
い
る
理
由
は
九
頁
に
述
ベ
た

よ
う
に
、
具
体
的
事
買
に
則
し
て
記
載
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
山
東
地
方

を
中
心
と
し
て
記
載
し
た
と
い
っ
て
も
、
微
細
に
見
れ
ば
高
田
・
下
回
・

下
漁
問
の
差
が
あ
り
、
少
地
の
農
家
、
土
地
の
除
裕
の
あ
る
家
も
あ
り
、

更
に
は
都
市
近
く
の
者
等
々
、
色
々
保
件
の
差
が
あ
り
、
そ
れ
に
底
じ
て

有
利
な
作
物
が
襲
っ
て
来
る
。
山
波
書
の
性
格
と
し
て
一
般
に
泊
用
し
よ
う

と
す
れ
ば
、
係
件
の
異
な
る
あ
ら
ゆ
る
農
家
に
最
善
の
共
通
の
作
付
法
則

を
準
き
出
す
事
は
困
難
で
あ
る
か
ら
。
中
園
の
投
書
に
は
輪
作
周
期
が
記

せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
は
あ
る
ま

、。
L
・由

ω引
用
文
は
原
則
と
し
て
闘
事
基
本
叢
書
(
高
有
文
庫
本
)
に
よ
っ
た
。
但
し

こ
れ
で
は
意
味
の
通
じ
な
い
所
、
及
び
版
本
に
よ
っ
て
意
味
の
追
っ
て
く

- 20ー



427 

る
所
は
、
遁
宜
西
山
氏
の
校
訂
や
、
石
盤
渓
氏
『
費
民
要
術
今
稗
』
の
校
訂

を
参
照
し
た
。

〔
〕
の
中
は
原
文
で
は
爾
行
の
割
注
に
な
っ
て
い
る
個
所
で
あ
る
。

助
現
在
で
は
蔓
脊
は
普
通
根
を
食
用
に
す
る
が
、
営
時
は
棄
を
食
用
に
供
す

る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
な
お
菱
普
は
楽
曲
背
と
も
い
う
。

ω上
時
・
中
時
・
下
時
を
時
間
的
に
考
え
て
「
二
月
中
旬
は
最
も
早
く
、
二

月
下
旬
は
そ
れ
に
つ
ぎ
、
四
月
上
旬
は
最
後
の
機
舎
で
あ
る
」
と
も
解
稗

で
き
る
が
、
私
は
一
慮
、
上
・
中
・
下
を
諮
問
悪
の
基
準
と
考
え
た
。

M
W
鈴
と
は
先
の
細
い
中
耕
具
。
し
た
が
っ
て
「
鋒
す
」
と
い
え
ば
、
鋒
を
使

っ
て
非
常
に
こ
ま
か
く
土
を
砕
く
作
業
で
あ
'
る
。

川
開
園
畢
基
本
叢
書
で
は
、
「
有
地
者
常
須
衆
留
云
歳
穀
下
以
擬
之
」
と
あ
る
が
、

そ
れ
で
は
意
味
が
遜
じ
な
い
の
で
、
西
山
氏
や
石
氏
の
校
訂
に
従
い
云
を

去
に
改
め
た
。
石
氏
の
解
俸
に
も
「
粂
留
」
の
粂
が
謬
出
さ
れ
て
い
な
い
。

刷
袈
術
は
第
六
巻
に
畜
産
の
こ
と
が
脅
か
れ
第
七
・
第
八
・
第
九
巻
に
は
食

ロ
聞
加
工
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
見
る
と
献
・
酪
の
乳
製
品

を
は
じ
め
北
方
民
族
の
食
生
活
の
影
響
の
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

帥
こ
の
よ
う
に
上
・
中
・
下
と
格
付
け
し
た
時
は
、
下
を
む
し
ろ
「
し
て
は

い
け
な
い
L

の
よ
う
に
禁
止
の
意
味
を
持
つ
場
合
も
あ
る
が
、
播
種
の
時

期
に
も
上
・
中
・
下
の
格
付
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
同
様
に
考
え
れ
ば
、

こ
の
下
も
禁
止
の
意
味
に
解
す
べ
き
で
は
な
く
、
上
・
中
の
跡
地
が
佼
用

で
き
な
い
な
ら
ば
「
一
一
一
番
目
の
大
豆
の
跡
を
使
用
せ
よ
」
と
、
大
一
旦
の
跡

を
す
す
め
て
い
る
文
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
粟
の
前
作
物
に
小
豆

・
級
豆
が
上
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
小
豆
・
緑
豆
を
緑
肥
作
物
と
解
揮
で

き
る
が
、
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
緑
肥
は

凡
美
回
之
法
。
級
豆
錦
上
。
小
豆
・
胡
腕
次
之
。
悉
皆
五
六
月
中
檎
種
。

七
月
八
月
整
続
殺
之
。
碍
岬
春
毅
因
。
則
畝
収
十
石
。
其
塾
大
典
窓
矢
熱
糞

向
。
(
倉
一
耕
回
第
ご

凡
そ
、
土
地
を
よ
く
す
る
に
は
緑
肥
の
方
法
が
よ
い
が
、
そ
れ
に
は
線

豆
が
第
一
、
小
豆
・
胡
臓
が
そ
の
次
。
み
な
五
・
六
月
中
に
あ
つ
ま
き

し
、
七
-
八
月
に
す
き
こ
む
。
そ
の
回
に
春
穀
を
蒔
け
ば
畝
ご
と
約
十

石
も
と
れ
、
そ
の
効
果
は
震
の
糞
ゃ
、
熟
奨
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
。

と
あ
る
か
ら
、
線
豆
の
み
が
上
に
な
り
小
一
一
旦
・
胡
腕
が
中
に
な
る
か
、
ま

た
は
緑
豆
・
小
豆
・
胡
麻
が
上
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
緑
豆
・

小
豆
が
緑
肥
に
縛
用
さ
れ
る
場
合
は
あ
っ
て
も
(
現
在
で
も
緑
肥
は
使
用

さ
れ
て
い
る
)
、
こ
の
格
付
は
緑
豆
・
小
豆
を
緑
肥
用
と
考
え
て
の
格
付

と
は
い
え
な
い
。

な
お
要
術
が
品
開
肥
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
文
だ
け
で
も
明
ら
か

で
あ
る
が
、

若
発
不
可
得
者
。
五
六
月
中
級
翠
緑
豆
。
至
七
月
八
月
第
俺
殺
之
。
如

以
発
糞
回
。
則
良
美
奥
糞
不
殊
。
又
省
功
力
(
巻
二
種
葵
第
十
七
)

も
し
糞
が
な
け
れ
ば
、
五
月
六
月
線
豆
を
あ
つ
ま
き
し
、
七
・
八
月
に

す
き
こ
み
、
固
に
糞
を
入
れ
る
と
同
じ
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
の
回
の
よ

く
な
る
こ
と
、
糞
の
場
合
と
同
じ
。
そ
の
上
手
聞
が
は
ぶ
け
る
。

と
あ
っ
て
緑
肥
の
効
能
を
強
調
し
て
い
る
。
糞
と
同
じ
効
果
の
あ
る
緑
肥

の
導
入
が
、
二
年
三
毛
作
を
普
及
さ
し
た
一
つ
の
契
機
で
あ
ろ
う
。

ω臓
は
古
来
よ
り
五
殺
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
要
術
に
も
「
種
蹴
第

八
」
と
一
項
目
が
あ
た
え
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
重
要
な
穀
物
と
さ
れ
て

い
る
。
腕
の
地
は
「
腕
は
良
田
を
欲
す
」
、
「
耕
は
柚
仰
を
い
と
わ
ず
」
、
「
地

部
き
も
の
は
こ
れ
を
糞
す
」
と
、
非
常
に
美
田
を
要
求
し
て
い
る
。

同
F
の
努
|
小
豆
l
O
|
肢
は
普
遍
性
の
あ
る
作
物
の
組
合
せ
で
あ
る
が
、

- 21-



428 

山脈
は
支
出土
後
に
ま
く
作
物
で
、
そ
の
後
は
宿
警
が
婿
種
で
き
ず
、
休
閑
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
連
続
性
に
似
く
。
但
し
、
要
術
に
は
縦
の
資
色

に
な
っ
た
頃
努
を
ま
く

(
安
黄
種
蹴
。
腕
黄
種
参
。
亦
良
候
也
巻
二

額
脱
第
八
)
と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
も
し
も
ま
だ
蹴
の
刈
ら
ぬ
前
に
間
作

物
を
ま
く
よ
う
に
宿
刊
す
を
橋
積
す
る
方
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、

こ
の
作
付
順
序
も

A
-
D
に
劣
ら
ぬ
重
要
な
作
付
順
序
で
あ
っ
た
ろ
う
。

帥
小
努
が
下
回
に
、
拙
刑
務
が
高
下
一
刷
出
に
作
付
け
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
小
委

を
二
年
三
毛
作
に
導
入
し
て
い
る
の
は
主
と
し
て
下
回
に
限
ら
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
禾
・
豆
は
一
両
国
を
主
と
し
て
い
る
が
、
禾
に
つ
い
て
は

山
浮
有
異
宜
〔
山
田
種
強
苗
以
避
風
箱
。
津
田
種
弱
商
以
求
華
貧
也
〕

(
巻
一
種
穀
第
三
)

(
禾
は
)
山
田
・
津
田
に
よ
っ
て
泊
種
が
ち
が
う
。
〔
山
聞
は
強
い
苗
を
選

ん
で
風
霜
を
さ
け
、
津
田
は
弱
い
苗
で
も
結
質
の
多
い
の
を
ね
ら
う
。
〕

と
、
む
し
ろ
収
穫
の
面
か
ら
見
れ
ば
津
田
が
有
利
な
こ
と
を
述
ベ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
下
回
で
は
小
湊
と
弱
商
の
粟
を
組
合
せ
て
、
最
も
有
利
な
二

年
三
毛
作
を
選
ん
だ
と
恩
わ
れ
る
。
莱
が
高
田
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

下
回
に
は
よ
り
有
利
な
努
類
に
地
を
譲
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

付
制
批
前
と
は
、
祉
日
の
前
。
社
日
と
は
立
春
・
立
秋
か
ら
数
え
て
第
五
の
戊

(
っ
ち
の
え
)
の
目
。

伺
西
山
前
掲
也

三
二

二
頁
。

M
W
要
術
の
巻
頭
に
見
え
る
雑
設
は
明
ら
か
に
賀
思
認
の
著
作
で
は
な
い
。
こ

の
維
設
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
高
園
間
耐
は
要
術
に
は
蕎
努
が
な
い
が
、

こ
の
雑
説
に
蕎
繋
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
代
の
も
の
と
解

し
て
い
る
。
(
「
論
賛
民
要
術
」
歴
史
研
究
一
九
五
六
の
こ

西
山
氏
は
度
量
衡
の
面
よ
り
、
唐
代
の
著
作
か
と
考
え
て
い
る

ら
し
い

(
前
渇

3

一
七
頁
注
二
五
)
。
忽
は
要
術
が
、
現
在
と
問
綴
に
耕
|
紀
|

努
と
い
う
三
段
階
制
に
な
っ
て
い
る
の
に
針
し
、
雑
談
は
耕
|
勢
の
二
段

階
に
な
っ
て
い
る
熱
か
ら
、
む
し
ろ
要
術
よ
り
古
い
技
術
段
階
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
が
、
こ
の
事
は
稿
を
新
た
に
し
て
論
述
し
た

、
。

制
西
嶋
定
生

前
掲
論
文
。

帥

西

山

武

一

前

掲
書

九
七
頁
注
七
。

M
W
か
り
に
保
地
休
関
を
前
提
と
し
て
、
他
の
作
物
と
の
輪
作
を
考
え
た
場
合

は
、
要
術
の
作
付
順
序
に
依
る
限
り
、
一
年
一
作
方
式
は
成
立
し
な
い
。

容
の
刈
跡
を
使
用
す
る
作
物
を
使
用
し
た
場
合
は
、
一
年
に
ニ
回
収
穫
し
、

そ
の
次
の
年
は
休
閑
す
る
こ
と
に
な
る
。
?
の
刈
跡
を
使
用
し
な
い
夏
作

物
(
例
え
ば
黍
・
莱
)
を
使
用
す
る
と
、
三
年
二
毛
作
に
な
る
。
而
も
こ
の

間
に
緑
肥
は
入
ら
な
い
。
緑
肥
を
入
れ
る
と
四
年
三
毛
作
と
な
る
が
、
結

賓
の
作
物
は
四
年
二
固
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
回
鱒
を
す
る
な
ら
ば
、

収
穫
年
が
飢
飽
の
年
に
あ
た
る
と
、
三
年
に
一
回
の
収
穫
と
な
り
、
中
園

の
農
業
の
性
椅
か
ら
見
て
考
え
難
い
(
五
節
参
照
)
。
渓
代
に
は
後
述
の
如

き
禾
努
の
二
毛
作
が
あ
り
、
呂
氏
春
秋
に
も
す
で
に
禾
努
の
一
年
一
毛
作

が
普
及
し
て
い
る
。

側
石
段
漢
氏
は
「
十
回
蒔
い
て
も
五
回
の
収
穫
も
な
い
」
と
解
画
押
し
て
い
る

が
、
私
は
こ
の
解
剖
押
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
(
今
稼
=
二
頁
)

倒
現
在
「
四
民
月
令
」
は
、
「
玉
燭
賀
典
」
と
、
芦
民
要
術
に
よ
っ
て
復
原
し

た
も
の
と
二
系
統
あ
る
。
し
か
し
湾
民
要
術
が
四
民
月
令
を
引
用
す
る
時

に
は
、
か
な
り
原
型
を
改
楠
挺
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば

出
慎
寒
目
。
二
月
三
月
四
月
五
月
時
雨
降
。
可
種
之
(
巻
二
初
版
第
十

一-一)
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と
あ
る
が
、
月
令
の
形
か
ら
見
て
、
四
ヶ
月
分
を
か
た
め
て
論
ず
る
よ
う

な
事
は
考
え
難
い
。
し
た
が
っ
て
費
民
要
術
系
統
よ
り
も
、
玉
燭
賓
典
の

方
が
原
型
を
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
こ
の
事
は
、
玉
燭
賀
典
の
記
述
が
す
べ
て
正
し
い
と
い
う
意
味

で
は
な
い
。
個
々
の
字
句
に
つ
い
て
は
、
雨
者
を
参
照
と
し
て
適
宜
に
判

断
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

国
同
氾
勝
之
寄
で
は

凡
安
田
常
以
五
月
耕
。
六
月
再
耕
。
七
月
勿
耕
。
護
摩
卒
以
待
種
時
。

五
月
耕
一
蛍
三
。
六
月
耕
一
蛍
再
。
若
七
月
耕
五
不
首
一
。
(
巻
一

耕
回
第
一
引
用
)

凡
そ
参
を
矯
種
す
る
回
は
五
月
に
耕
し
、
六
月
に
再
耕
す
る
が
、
七
月

に
は
耕
さ
な
い
。
耕
し
た
後
は
丁
寧
に
土
を
砕
き
、
播
種
の
時
を
ま
っ
。

五
月
に
耕
せ
ば
他
の
月
の
一
一
一
倍
の
効
果
が
あ
り
、
六
月
の
耕
は
二
倍
の

効
果
が
あ
る
。
七
月
で
は
五
分
の
一
の
効
果
も
な
い
。

(
胡
妾
)
秩
種
者
。
五
月
子
熟
抜
去
A

一
品
耕
。
十
除
目
文
一
品
開
。
入
六
月
又

一
鱒
。
令
好
調
熱
。
調
熟
如
腕
。
(
巻
三
胡
妥
第
二
十
四
)

胡
婆
の
秋
ま
き
の
も
の
は
、
五
月
に
子
が
熟
す
と
抜
取
っ
て
い
そ
い
で

耕
起
し
、
十
除
目
す
る
と
一
度
す
き
返
し
、
六
月
に
は
ま
た
す
き
返
し

て
充
分
土
地
を
こ
な
す
。
そ
の
こ
な
れ
方
は
廠
畑
と
同
じ
程
度
に
す
る
。

南
方
の
記
述
を
見
る
と
、
五
月
以
後
、
雨
期
の
あ
と
ま
で
畑
地
を
遊
ば
し

て
お
く
場
合
は
、
何
度
も
す
き
返
し
て
、
充
分
に
土
地
を
調
熟
さ
す
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。
要
術
の
努
の
場
合
で
も
参
の
播
種
ま
で
田
を
あ
け
て

お
く
な
ら
ば
蛍
然
こ
の
よ
う
な
手
入
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
胡
妥
は
競
茶

で
は
あ
る
が
原
理
は
同
一
で
あ
る
。

氾
勝
之
蓄
の
よ
う
に
五
・
六
月
何
度
も
耕
す
の
な
ら
ば
、
容
を
二
年
三

毛
作
に
組
合
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
開
中
と
山
東
で
は
農
業
保
件

が
遣
う
し
、
爾
者
の
聞
に
は
六

O
O年
に
及
ぶ
開
き
が
あ
る
か
ら
、
氾
勝

之
書
の
例
を
そ
の
ま
ま
要
術
に
あ
て
は
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

同
石
盤
漠
も
「
不
時
種
者
」
の
主
語
を
安
と
解
し
て
い
る
が
賛
成
し
が
た
い
。

帥
蛍
時
の
褒
落
の
形
悠
に
つ
い
て
は
、
那
波
利
点
「
鳩
主
孜
」
東
亜
人
文
畢

報
ニ
の
回
。
宮
川
出
剛
志
「
六
朝
時
代
の
村
に
つ
い
て
」
『
六
朝
史
研
究
』

(
政
治
・
祉
曾
篇
)
所
収
に
く
わ
し
い
。

蛍
時
の
鳩
な
ど
の
密
集
部
落
の
人
口
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
わ
か
ら
ず
、

中
に
は
回
鳴
を
中
心
に
作
ら
れ
た
五
千
品
隣
家
の
爽
落
も
あ
る
が
(
貌
志

十
一
回
鴫
偉
)
、

第
軍
は
融
制
兵
が
多
〈
、
行
軍
か
剛
制
銑
で
あ
る
が
、
携
行
の
兵
績
は
十
日

に
す
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
郡
豚
で
は
子
家
を
一
塁
に
あ
つ
め
て
、
堅
壁
清

野
の
策
で
之
を
ま
つ
が
よ
い
(
晋
書
二
一
四
、
陸
遜
俸
)

と
あ
る
よ
う
に
千
家
位
が
一
腹
の
基
準
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

鱒
柏
結
賢
『
経
済
秩
序
個
性
論
』
第
一
巻
二
四
二
・
ニ
四
三
頁
。

帥
守
屋
美
都
雄
「
歳
時
記
四
民
月
令
に
つ
い
て
」
園
民
精
神
文
化
八
の
一

O

楊
聯
陸
「
従
四
民
月
令
所
見
到
的
漠
代
家
族
的
生
産
」
食
貸
一
の
六
。

帥
唐
鴻
事
校
輯
の
四
民
月
令
で
は
七
月
に
は
大
小
豆
を
買
出
し
、
帽
世
を
買
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
安
く
買
い
高
く
頁
る
と
い
う
原
則
に
従
え
ば

唐
本
の
方
が
合
理
的
で
あ
る
。
こ
の
表
は
楊
氏
の
研
究
に
従
っ
て
、
作
っ

た
も
の
で
あ
る
。

ω二
年
三
毛
作
の
篠
件
と
し
て

付
人
口
の
多
い
所
。

口
小
湊
の
栽
培
の
た
め
多
期
の
水
分
を
確
保
す
る
の
に
都
合
の
よ
い
所
、

い
わ
ば
継
漉
の
利
〈
所
。
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伺
h
?
期
西
北
か
ら
の
季
節
風
の
避
け
得
る
所
、
多
の
西
北
か
ら
の
夙
は
そ

れ
自
体
乾
燥
し
て
い
る
上
に
、
資
土
の
微
細
な
粒
子
を
運
び
、
土
地
の

乾
燥
化
を
き
た
す
か
ら
。

回
植
物
の
生
長
可
能
日
数
の
長
い
所
。

以
上
の
四
時
開
件
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
河
南
地
方
、
太
行
山
脈
、
泰
山
山

鎗
の
一
械
が
有
利
な
篠
件
を
具
備
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
水
経
注
の
殴
・
渠
・
液
等
の
水
利
施
設
の
分
布
を
中
心
と
し
て
別
稿

を
以
っ
て
詳
論
し
た
い
。

倒

西

山

武

一

前

掲

書

一

O
六
頁
注
一
入
。

こ
の
郷
司
般
の
注
は
文
商
か
ら
、
華
北
一
得
に
通
用
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
が
川
郷
司
農
は
後
漢
章
帝
頃
の
人
で
、
河
南
開
封
の
人
で
あ
る
。
そ
れ

故
一
歩
譲
っ
て
こ
の
注
は
、
河
南
地
方
に
遁
ず
る
農
業
事
情
と
考
え
て
も
、

こ
れ
で
一
際
史
料
的
に
も
注
側
に
述
ベ
た
二
年
三
毛
作
の
篠
件
の
よ
い
所

が
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

M
判
官
向
民
要
術
に
も
「
聞
に
は
早
熟
種
と
晩
熟
種
の
莱
を
ま
じ
え
て
ま
く
が
よ

い
」
と
逃
ベ
て
い
る
。
こ
れ
も
漢
番
食
貨
志
と
同
様
、
年
柄
を
考
え
て
の

事
で
あ
る
。
こ
の
方
針
は
中
園
農
業
の
一
原
則
で
あ
ろ
う
。

側
柏
結
賢
「
ア
ジ
ア
農
業
の
特
質
」
東
方
摩
報
京
都
第
二
五

倒
園
表
三
の
六
月
の
項
は
、
「
大
小
委
を
質
り
豆
を
買
う
」
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。一
文
一
は
八
月
の
額
?
と
問
機
に
播
積
用
と
し
て
高
く
演
出
さ
れ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
こ
の
推
測
が
可
能
な
ら
ば
、
こ
の
悶
表
は
?
の
あ

と
に
す
ぐ
一
旦
を
ま
く
こ
と
を
意
味
し
、
八
月
の
項
(
一
七
頁
参
照
)
と
あ

わ
せ
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
表
は
二
年
三
毛
作
の
可
能
性
を
暗
示
し
て
い

。

4
A
M
 

倒
天
野
元
之
助
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木
論
文
は
昭
和
三
十
一
年
三
月
の
京
都
大
祭
人
文
科
祭
研
究
所
の
技
術
史

研
究
班
に
お
け
る
研
究
褒
表
を
骨
子
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
も

技
術
史
班
の
諸
氏
や
森
鹿
三
・
日
比
野
丈
夫
爾
氏
に
種
々
の
御
一
部
教
を
い

た
だ
い
た
。
末
尾
で
あ
る
が
記
し
て
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

前
掲
論
文

南 語 十明王近 漢宰 オ，_.._て. 

建朝 | 嗣 グ二初安代中 代相|代 日召

そ同 ノレ世の石 の長特商 辛口
康のに 祉紀済救制 の園 皐 人 に業 修
の政つ 舎か 市農 頭 5ロ4商上 十
時治し、 のら 易村土 税 殺の 土三
代思て 一十度法の ωドE42a31 亭匂 三-t:J位， 年

的性格 墾語造
考四 階 論 中干 号面問必‘ 度
察世 級 の心の 尽
(紀 化分 文 財 t問 文 大
ウ lこ 政て題 東

つ イ至
震|

i羊
し、 グ

つ 史ノレ る
て 支局

業論卒書昌 て つ
を地
中方 て 文
，む lこ 題

τEt 1 堀永に於菅小小 永清 梅 自
しけ 野野

)11 川元三る野寺田 回水 原

宏、 哲寄 ウ 英
イ 郁

夫 男典 正夫賞 正誠 有日
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Chi Min Yao Shu費民要術 (AGuide to Agrieulture and Animal 

Husbandry) and the System of Three Crops per Two Years 

Kenjiro Y oneda 

It has been generally. accepted as. a definite opinion that the system 

of three crops per two years， peculiar to North China. sprang up in the 

T'ang唐 period，because the account of that system cannot be found in 

Chi Min Yao Shu， a book of husbandry in the Northern Wei北貌 period.

In the pr白 entpaper the author wi1l point out that the system can be 

traced in the descriptions of Chi Min Yao Shu itself， and that the system 

was practised to a great extent at that time and even in the previous 

periods. 

Shu Jen Chang庶人章 (Chapterof Common People) of 

Hsiao Ching孝経 (Canonof Filial Piety) 

Kiyoyoshi Utsunomむla

The aim of this article wi11 be summed up in. two points: the one is 

to analyse Shu Jen Chang from the view-point of economic and social 

history， the other to criticize Mr. Moriya's monograph，“A Study of the 

Chinese Family System during the Han Dynasty" from the same point of 

vlew. 

Hsiao Ching is thought to be a product in the later part of the Warring 

St<¥tes period. The first several chapters of the work are composed on the 

traditional social outlook， i.e.“Men of honour u詑 head，while the common 
people physical strength." Confucious did notほ pressit so plainly， but 

Mencious thought of it as a matter of policy to connect common people 

with productiοn. In the chapter about Common People he described the 

point from the depth of morals of self-wi11ingness. Paternity， filial piety 

and production is the trinial core of the chapter and the family system 

underlined in it is apparently the three-families三族 system.

Mr. Moriya is strongly against the opinion that the fundamental form 
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